
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

            
１)農業生産環境の

整備 

  農地の転用・編入等は、農業振
興地域整備計画に基づき適正

な管理を行っています。また、

生産条件を確保するため農地

集積推進や鳥獣害対策などを

総合的に行っています。今後も

農業振興を図るため農業生産

体制の整備を進めることが必

要です。 

  地域の特性に応じた農業経営の
振興を進めます。 

 耕作放棄地の防止に努め、遊休
農地の活用を支援します。 

 農地環境を守るため、猟友会を
通じた有害鳥獣の捕獲や防護柵

の設置等を支援します。 

 ①農業振興地域整備計画の推進 
農用地区域の適正な管理を行い、地

域の実情に応じた農地の利用を推進

します。 

 住民の役割  町民アンケート調査より、

農林業の振興に「満足」「や

や満足」と回答した人の割

合（％） 

    農地の整備や遊休農地の

活用を積極的に図ります。 
 

     
     
     事業者の役割  現況値(H23) 目標値(H28) 

   ②農地の整備と農地利用の集積 
県や町の補助金による整備を進め

経営の安定を促進し、耕作放棄地対策

事業終了後の土地の維持管理につい

て検討します。 

 農地の環境整備を幅広く

支援します。 
 ６.５ ３０.０ 

     農業経営支援事業の申請件

数（件）      
      現況値(H23) 目標値(H28) 

         １３８ １８０ 

          
遊休農地の解消面積（ａ）       ③遊休農地の再利用 

遊休農地を活用し、耕作する農業者

に対し補助金を交付します。 

   
         現況値(H23) 目標値(H28) 

         １５０ ２００ 

          有害鳥獣（猪・鹿・カラス）

の駆除数（匹）       ④鳥獣被害対策の推進 
農作物を鳥獣の被害から守るため

に講じた取り組みに対し費用の一部

を補助します。 

   
         現況値(H23) 目標値(H28) 

         ３２７ ４３０ 

           

 
 

          

２)経営組織･担い手

の育成 

  集落営農の組織化・法人化が求
められていますが、５年間では

実現できていません。 

 現在、一定の認定農業者がいる
ものの高齢化が進んでおり、新

たな担い手の発掘・育成をいか

に進めていくかが課題となっ

ています。 

  集落営農の組織化・法人化や生
産組織の団体の立ち上げなどを

さらに促進するとともに、新た

な担い手の育成に努めます。 

 ①集落営農の促進 
集落営農の組織化・法人化に向けて

再度検討し促進します。 

 住民の役割  
認定農業者数（人）     研修や講習会に積極的に

参加します。 
 

     現況値(H23) 目標値(H28) 

      ４６ ５０ 

   ②担い手育成 
就農を希望する定住者への斡旋の

継続と担い手を育成するため認定農

業者の農業資金活用の金利負担の軽

減等の支援をします。 

 事業者の役割  
新規就農者数（人）     新たな担い手の育成に努

めます。 
 

     実績値(H22) 目標値(H28) 

     ２ ５ 

         
研修会への参加者数（人）           

      ③生産組織、農家団体の育成 
山椒・柿等の特産物の生産や各種研

究会への支援に取り組みます｡ 

   現況値(H23) 目標値(H28) 

         ５０ １００ 

           

  

第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 

１ 中山間地域農業を育む 

第１節 環境と共生し付加価値を生み出す農林業を育てる 

中山間地域の生産条件の不利性や農業従事者の高齢化の進行に対応し、地域における担い手の育

成や農地利用集積の合意形成を進めるとともに、耕作放棄地の解消と発生防止に努めます。また、

農家の類型に応じた相互間での補助労働力等の提供などにより、地域ぐるみで地域資源の維持管理、

農村コミュニティの活性化、公益機能の保全など農業の継承を図ります。 

第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 
第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 

第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 環境と共生し付加価値を生み出す農林業

を育てる 

第２節 雇用を高め、賑わいをもたらす商工業・観

光を振興する 
第３節 産業間の融合により、就労・雇用の場を創

り出す 
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施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

            
３)農産物の流通･販

売の強化 

  有機無農薬栽培など環境保全
型農業に対する補助や農協と

連携した農産物の流通経路の

確保など町内の産物、食材の

利用促進を行っています。ま

た、主要作物のひとつである

柿の消費拡大促進のため、ス

ーパー等での直接販売を関東

方面で実施しています。今後

も消費者のニーズを踏まえさ

らに消費拡大を図る必要があ

ります。 

  安全な農林水産物および加工品
を効率的で安定的に供給できる

流通・販売、加工体制を確保す

るとともに、ＰＲを兼ねた直接

販売等を全国的に展開し、消費

拡大を図ります。 

 ①安全・安心とおいしい作物の推進 
有機農業の取り組みや農薬の低減

に対し支援します。 

 住民の役割  
農業産出額（千円）     安全安心な農産物の生産

や新商品の開発に取り組

みます。 

 
     実績値(H22) 目標値(H28) 

      761,000 800,000 

   ②農産物の流通確保 
都市部での産地直送販売・販売所の

設置等を検討します。 

 事業者の役割  町内総農家数における販売

農家の割合(％）     販路の拡大に努めます。  
     実績値(H22) 目標値(H28) 

      ５６.５ ７０.０ 

   ③地産地消の推進 
より多くの町内の産物・食材利用を

推進し事業を展開します。 

   
出荷サポート農家数（件）       

      実績値(H22) 目標値(H28) 

       ４６ １００ 

      ④農産加工と食への推進 
産品加工所の増築や地元食材を利

用した新商品の開発を支援します。 

   町内農産物販売施設におけ

る販売額（万円）          
         実績値(H22) 目標値(H28) 

          １,２５９ ２,０００ 

           

           

４)農業と観光交流

との連携 

  平成２２年度に２戸の農家が
農家民宿施設の認定を受ける

など農業と観光交流との連携

は進んできています。今後は

来訪者が楽しめるような体験

プログラムの商品化を進め、

交流を広げていく必要があり

ます。 

  ニーズの高まりに応えるため、
農家民宿や市民農園など農業を

生かした観光交流を推進します。 

 ①農業を活かした交流 
農業を活かした交流活動を通じて、

田舎暮らしや就農希望者の体験機会

を創出し地域の活性化に繋げます。 

 住民の役割  
農家民宿の数（軒）     農業と連携したイベント

に参加します。 
 

     現況値(H23) 目標値(H28) 

     ２ ７ 

     事業者の役割  紀美野ふるさと農園入場者

数 (人）    ②グリーン・ツーリズム＊の展開 
農作業や農家民泊、農林産物を材料

にしたものづくり体験などを組み合

わせた体験プログラムの商品化を進

めます。 

 農業と連携した企画開発

に努めます。 
 

     実績値(H22) 目標値(H28) 

      ５ １８ 

         荒廃した山林等に植樹した

桜等の本数 (本）          
          実績値(H22) 目標値(H28) 

       
 

   桜 約２,４００ 

もみじ・イチョ

ウ 約２,２００ 

桜 ２,６００ 

もみじ・イチョ

ウ 約２,４００ 
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第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 
第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 

第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 環境と共生し付加価値を生み出す農林業

を育てる 
第２節 雇用を高め、賑わいをもたらす商工業・観

光を振興する 
第３節 産業間の融合により、就労・雇用の場を創

り出す 

○用○語○解○説  
グリーン・ツーリズム…農山村でゆっくりと滞在することを目的とした旅であり、作物栽培・収穫などの農作業や自然

とのふれあいなど、農村での生活を体験する余暇活動のこと。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

           
１)森林施業の推進   材木価格の低下や森林所有者

の高齢化などにより手入れの

遅れた人工林が増加してお

り、林業において収益を上げ

ることが難しくなっていま

す。また、和海森林組合では

作業の省力化、効率化のため

高性能林業機械の導入を検討

しましたが導入には至ってい

ません。 

 平成１９年度に策定した森林
整備計画に基づき間伐・作業

道の新設等を行っています。

また、緑の雇用担い手対策事

業を活用することで、新たな

担い手の確保に努めています。 

  国の制度改正に合わせ、森林の
適正管理、林業環境の整備を行

います。また、林業収入を確保

するため高性能林業機械の導入

の検討も進めます。 
 広葉樹林の拡大、間伐等による
山林の状態改善を実施し、里山

環境の改善に努めます。 

 ①林業生産基盤の整備 
制度改正による国の見通しは未定

であるが、現在の進捗状態を維持でき

るよう山林整備に取り組みます。 

 住民の役割  
年間の木材搬出量（ｍ3）     森林の適正管理に努めま

す。 
 

     現況値(H23) 目標値(H28) 

     ４４９ １,０００ 

     事業者の役割  
林道舗装率（％）    ②森林施業の合理化 

コスト削減に向けた林業機械の導

入や作業道の整備を推進します。 

 森林施業の合理化に努め

ます。 
 

     現況値(H23) 目標値(H28) 

     ８２.０ ８５.０ 

       過去１年間に保有山林で林

作業を行った経営体の作業

面積（ａ） 

   ③森林の適正管理 
企業による植栽や育林の誘致活動

および間伐材への搬出補助に取り組

みます。 

   
      
      実績値(H21) 目標値(H28) 

      ４,９３９ ６,０００ 

       
企業の森誘致数（件）        

       現況値(H23) 目標値(H28) 

          ３ ４ 

          高機能林業機械の町内保有

台数（台）           
          現況値(H23) 目標値(H28) 

          ０ １ 

 
  

 

２ 豊かな森林資源を育む 

林業基盤や施設の整備、林業関係団体等の育成により、森林の適正な管理を促進するとともに、

森林資源の有効活用を図りながら、本町の豊かな自然環境の次世代への継承、水資源のかん養、町

土の保全など公益機能の維持に努めます。 

第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 
第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 

第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 環境と共生し付加価値を生み出す農林業

を育てる 
第２節 雇用を高め、賑わいをもたらす商工業・観

光を振興する 
第３節 産業間の融合により、就労・雇用の場を創

り出す 
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施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

           
２)経営組織等の育成   和海森林組合は、本町の林業

における中心的な組織となっ

ていますが、林業を取り巻く

環境や自治体の財政難などの

影響から、和海森林組合への

補助金の廃止などにより、経

営環境はより厳しくなってい

ます。 

 担い手の育成については、和
海森林組合によるグリーンワ

ーカー育成研修＊を通じ、各種

資格の習得や林業技術の向上

を図るとともに、緑の雇用担

い手対策事業等を活用し、平成

２２年度末現在で８名の林業

従事者の担い手を育成し効果

が得られています。 

  和海森林組合に対し、国や県と
協力しながら支援策を検討しま

す。担い手対策については、県

等の研修会を活用し、今後も周

知などを積極的に行います。ま

た、施業集約化を促進していく

ために、森林施業プランナーの

育成や、高い生産性と安全性を

確保するために現場技術者の能

力向上に努めます。 

 ①林業経営体の育成 
森林の保育管理体制を強化するた

め、人材確保や作業労務班の育成を図

るなど林業経営体の強化に努めます。 

 住民の役割  
林業従事者数（人）     担い手育成研修等に参加

します。 
 

     現況値(H23) 目標値(H28) 

     ９ １０ 

     事業者の役割  
森林施業プランナー数（人）      新たな担い手の育成に努

めます。 
 

      現況値(H23) 目標値(H28) 

      ０ ２ 

       
研修会への参加者数（人）        

       現況値(H23) 目標値(H28) 

       ８ １５ 

         

         

         

         

            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 
第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 

第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 環境と共生し付加価値を生み出す農林業

を育てる 
第２節 雇用を高め、賑わいをもたらす商工業・観

光を振興する 
第３節 産業間の融合により、就労・雇用の場を創

り出す 

○用○語○解○説  
グリーンワーカー育成研修…明日の森林・林業の担い手に対し、森林の適正な維持管理に必要となる知識や技能及び資

格などの修得を図ることにより、地域林業のリーダーとなりうる林業技能作業士（グリーンワーカー）養成を目的

とした研修のこと。 110 111 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

           
３)特用林産物､加工･

流通の推進 

  本町の特産品のひとつである
シイタケは、志賀野、上神野、

下神野地区において小規模な

がら生産され、販売されてい

ます。自然食品として注目さ

れている山椒については、京

都府内のスーパーや市場での

直接販売の実施などにより知

名度は向上しつつあります

が、引き続き山椒の活用方法

などについての研究が必要で

す。 

  山林資源の有効活用を図るた
め、特用林産物の生産を強化す

るとともに、新たな山林資源の

活用策を検討します。 

 ①特用林産物の生産 
栽培技術の普及など特用林産物の

品質向上を図るとともに流通の実態

を把握し、販路の拡大に努めます。 

 住民の役割  特用林産物出荷量（ｔ） 

※３品抽出 シイタケ、山

椒、タケノコ 

    特用林産物の生産を強化

します。 
 

     
     実績値(H22) 目標値(H28) 

     事業者の役割  １２６ １４０ 

   ②加工、流通の推進 

木材においては林道作業道整備を

促進し、次期補助制度を活用しながら

間伐材の搬出に取り組みます。またイ

ンターネットの活用やＪＡとの連携

によるトップセールス、町内外開催の

各種イベントでのＰＲに努め県外市

場での販売を強化します。 

 加工流通を推進します。  特用林産物新規参入件数

（件）      
     現況値(H23) 目標値(H28) 

      ０ １ 

      シイタケ・山椒・タケノコ

の新商品数（品）       
      現況値(H23) 目標値(H28) 

         １ ２ 

            

           

           

４)森林の多目的利用   紀美野町林業研究グループが
中心となり和歌山市内の小学

校を受け入れ、年間約５校程

度町内の山林において間伐体

験などを実施し、環境問題や

森林の尊さを教えることで、

好評を得ています。また、林

業公社により町内の２箇所に

おいて広葉樹の森の育林を行

うことで、生物多様性の再生

に努めています。 

 間伐体験を実施しているメン
バーの高齢化や体験できる山

林の確保が今後困難となるた

め、後継者や体験山林を確保

していく必要があります。 

  教育や観光など他の施策と連携
しながら、本町の豊かな森林を

有効に活用します。また、保健

保安林＊および森林公園機能の

整備を検討します。 

 ①林業体験機能の整備 
間伐体験の指導者の育成と山林の

確保に努め、環境学習と連携しながら

林業体験を推進します。 

 住民の役割  
林業体験学習者数（人）     森林に触れ合い積極的に

活動に参加します。 
 

     実績値(H22) 目標値(H28) 

     ４５０ ５００ 

     事業者の役割  
広葉樹林面積（ｈａ）    ②エコツーリズム＊の展開 

広葉樹の森や人工林の整備を推進

し、各種団体・企業と連携した交流活

動を通じ森林環境保全に努めます。 

 森林の有効活用を研究す

るとともに関係機関と連

携して体験活動等の実施

に取り組みます。 

 
     現況値(H23) 目標値(H28) 

     ２,４６１ ２,５００ 

  

        

        

        

        

        

        

           

 

 
第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 
第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 

第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 環境と共生し付加価値を生み出す農林業

を育てる 
第２節 雇用を高め、賑わいをもたらす商工業・観

光を振興する 
第３節 産業間の融合により、就労・雇用の場を創

り出す 

○用○語○解○説  
保健保安林…森林法に基づき水源かん養、災害の防備、生活環境の保全・形成等の公益的機能を発揮させる必要がある

森林を対象に指定する保安林のうち、生活環境保全機能および保健休養機能の高い森林として指定されたものであ

る。 

 

エコツーリズム…自然や生活文化についての知識を得て、体験や学習等をする旅。実地での体験や学習を通じて、自然

や文化の保護の意識、資源の持続と保全への責任を育むことが特色である。 
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施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

            
１)商工業の育成   商工会との連携により、各種

相談、指導、講習会等の実施、

融資制度の活用など事業者の

経営基盤の強化に努めていま

す。景気低迷の支援策として

利子補給を実施しています。

共通商品券、スタンプシール

などの商業団体の共同事業の

支援、定額給付金の支給に合

わせたプレミアム商品券発行

事業などを行い、平成２３年

度からは買い物弱者支援対策

事業に着手し、地域の活性化

と安心して生活できる環境を

確保するための対策を検討し

ています。 
 長引く不況により企業活動が
ますます低下の一途をたどっ

ており、企業の規模縮小や廃

業が今後一層進むことが懸念

されています。そのため、国、

県等の支援制度の情報につい

て商工会を通じ積極的に提供

し新規創業等を図っています。 
 商工会との連携により、イン
ターネットを利用した販売方

法や地域課題に対応するコミ

ュニティビジネス起業への事

業参画について、情報提供を

行っています。今後は、さら

に社会のニーズを的確に把握

し、情報提供に努める必要が

あります。 

  定住環境に不可欠な地域におけ
る商業機能の確保に努めます。

また、引き続き商工会等との連

携により、各種相談、指導の充

実、講習会の実施、経営基盤の

強化を支援し、併せて後継者や

新規事業者の育成に取り組みま

す。「きみの商業協同組合」、「の

かみスタンプシール会」などの

共同事業を引き続き支援してい

きます。さらに買い物弱者対策

について検討し、支援を行いま

す。 
 商工会や関係機関との連携によ
り、経営基盤の強化を図り企業

の安定経営を支援します。また、

新規創業や新規事業化に関する

支援制度の情報提供に努めると

ともに、新たな支援策の導入に

ついて検討します。 
 観光関連事業を取り入れたコミ
ュニティビジネスへの参画を促

進するため、情報提供を行いな

がら支援体制を検討します。 

 ①経営基盤の強化 
商工会等との連携により各種支援

制度を活用した企業の経営改善や設

備投資を促進するとともに、各種相

談、指導の充実、講習会の実施により

経営基盤の強化を支援します。 

 住民の役割  町民アンケート調査より、

日常の買い物や娯楽に「満

足」「やや満足」と回答した

人の割合（％） 

    地域の商店などで積極的

に購買します。また、企

業活動に理解を深め、地

域における共存を進めま

す。 

 
     
     
     現況値(H23) 目標値(H28) 

     ８.８ ３５.０ 

     事業者の役割  町民アンケート調査より、

就労・雇用の場の拡大に「満

足」「やや満足」と回答した

人の割合（％） 

   ②共同事業活動等への支援 
共通商品券、スタンプシールといっ

た共同事業活動や、過疎化の影響によ

る買い物弱者に対する利便性の改善

を図る取り組みなど地域課題と連携

する活動を支援します。 

 地域へのサービス向上を

図ります。また、自助努

力による経営改善や地域

の雇用に努めます。 

 
     
     
     現況値(H23) 目標値(H28) 

      ２.５ ２５.０ 

      
商工会の会員数（人）        

   ③新規事業等への支援 
新規創業や新規事業化を促進する

ため、商工会等と連携し、積極的な情

報提供に努めるとともに新たな支援

策の導入も検討します。 

   現況値(H23) 目標値(H28) 

      ３７９ ４００ 

      紀美野町小規模事業者経営

改善資金利子補給申請件数

（件） 

      
      
       現況値(H23) 目標値(H28) 

       ５０ ５０ 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

  

 

１ 定住を促進する商業と工業を育成する 

第２節 雇用を高め、賑わいをもたらす商工業・観光を振興する 

定住環境に不可欠な商業機能の充実を図るため、商工会等と連携し、住民生活に密着した商業活

動、観光交流と連携した商業活動など、商業者の共同事業や新たな事業分野への取り組みを促進し

ます。 
既存工業の経営安定化の促進、企業育成を図るため、関係機関等と連携し、各種支援制度の活用

を促進するとともに、立地環境の充実に努め、環境負荷の少ない企業等の誘致活動を進めます。 

また、伝統技術の継承に努めるとともに、新たな

製品開発や販路開拓、観光交流との連携などを強化

し、伝統的な地場産業の振興を図ります。 

第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 
第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 

第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 環境と共生し付加価値を生み出す農林業

を育てる 
第２節 雇用を高め、賑わいをもたらす商工業・観

光を振興する 
第３節 産業間の融合により、就労・雇用の場を創

り出す 
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施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

            
２)伝統的産業の継承   伝統工芸品である棕櫚箒を製

造する事業者の後継者により、

棕櫚樹木の植林を行う新たな

取り組みを開始しました。ま

た、平成２０年度から開始し

た伝統工芸後継者育成支援事

業により、棕櫚箒製造事業者

である商店において、２名の

後継者を育成することができ

ました。 

 伝統的工芸品の「本物の良さ」
や、日常生活における使用・

活用方法等について情報・理

解が不足していると考えられ、

さらなる情報提供を図るとと

もに新たな販路開拓の必要が

あります。 

  伝統的な棕櫚製品の町内活用、
棕櫚樹木の保全について引き続

き対策を検討していきます。ま

た、伝統工芸後継者育成支援事

業により、後継者の育成をさら

に支援するとともに、付加価値

を重視した商品開発や新たな販

路開拓など、情報提供と支援を

進めます。 

 ①伝統産業の育成 
伝統工芸の後継者育成とともに、新

たな商品開発や販路開拓に努めます。 

 住民の役割  棕櫚製品の後継者育成人数

（人）     棕櫚製品の活用、口コミ

の情報提供を心がけます。 
 

     現況値(H23) 目標値(H28) 

      ２ ３ 

     事業者の役割  
町内の棕櫚製品事業所（軒）      担い手の育成と自助努力

による販路拡大に努めま

す。 

 
      現況値(H23) 目標値(H28) 

      ２ ５ 

        

        

           

           

３)企業等の誘致   厳しい社会情勢の中、企業の
誘致・立地は進んでいないの

が現状です。税制上の優遇制

度についても各自治体とも取

り組んでおり、企業誘致のた

めの用地確保や環境改善を進

める必要があります。 

  企業誘致にあたっては、用地確
保、優遇制度の他に、住宅や住

環境などの対策が必要であり、

人口の定住を促進する上でさま

ざまな課題への対応を行うなど

総合的な企業誘致を促進します。

さらに、本町の地域性を十分生

かせる企業の誘致に努めます。 

 ①受け入れ体制および環境改善 
用地の確保や優遇税制だけでなく

住環境の整備も含めた対策を検討し、

さまざまな分野の事業所や施設の誘

致に努めます。 

 住民の役割  
新規企業立地数（件）     企業活動に理解を深め、

地域における共存を進め

ます。 

 
     現況値(H23) 目標値(H28) 

     0 1 

    事業者の役割  
工業団地稼働率（％）      立地企業等との交流によ

る商取引機会の拡大に努

めます。 

 
      現況値(H23) 目標値(H28) 

      １００ １００ 

       

 
  

 
第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 
第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 

第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 環境と共生し付加価値を生み出す農林業

を育てる 
第２節 雇用を高め、賑わいをもたらす商工業・観

光を振興する 
第３節 産業間の融合により、就労・雇用の場を創

り出す 
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施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

           
１)観光交流推進体

制の強化 

  海南海草地方広域観光協議会
への参加により、広域的に魅

力ある観光地づくりと観光客

の誘致促進に取り組んでいま

す。また、各種の観光情報の

提供を行うとともに、案内板

や道路標識の整備を順次行っ

ています。さらに、地元の特

産品を使ったモノづくり体験、

みさと天文台の星空ツアーな

ど、地域ならではの体験がで

きる活動を行う中で、宿泊施

設との提携により、教育旅行

の受け入れを進めています。 
 農産加工グループ等により紀
美野ブランドのお菓子等の開

発を進め、町内外に向け商品

の販路開拓を行い、町内のイ

ベントや観光地で商品のアピ

ールを行っています。 
 町内には、アウトドア活動や
体験学習、歴史文化学習、ス

ポーツ活動など多様な体験学

習機能を有する観光資源があ

り、これらの機能を連携活用

するような取り組みを進めて

いく必要があります。 

  観光情報を積極的に発信すると
ともに、広域的な観光連携事業

の強化に努めます。平成２４年

度からは「道の駅」の整備に向

けて、関係機関と連携のもと取

り組みます。また、都市部の小・

中学生を対象とした教育旅行の

受け入れを強化します。さらに

ツアーガイドの育成を強化し、

より多くの来訪者との交流を促

進します。 
 開発したお菓子等を紀美野ブラ
ンドとして定着させるため、定

期的に販売のできる体制づくり

を検討します。また、引き続き

地元の独自ブランドの開発を進

めるため、農林産物の原材料等

の活用を積極的に行います。 

 ①観光推進組織体制の整備 
町観光協会の組織整備を進め、観光

交流を支える推進母体としての体制

を強化するとともに海南海草地方広

域観光協議会との連携を強め、ＰＲ・

誘客活動をはじめ広域連携事業を推

進します。 

 住民の役割  
入込み観光客数（人）     観光ガイドに登録し、観

光の振興に協力します。

また、まつりやイベント

の企画から開催まで積極

的に参画します。 

 
     実績値(H23) 目標値(H28) 

     512,726 600,000 

     観光交流施設の利用者数

（人）      
    事業者の役割  実績値(H23) 目標値(H28) 

     地元産品を使った商品の

開発とＰＲに努めます。 

 185,422 200,000 

   ②ホスピタリティの向上 
町全体で来訪者を温かく迎え入れ

ることができるようにおもてなしの

心で接するホスピタリティの向上に

努めます。 

  
教育旅行の受入数（件）      

      実績値(H23) 目標値(H28) 

      ９ ２０ 

      
観光客の宿泊者数（人）        

   ③観光交流情報の発信、情報拠点の整備 
来訪者の情報提供拠点ともなる「道

の駅」の整備を検討するとともに、観

光案内板等の整備を図ります。 

   実績値(H23) 目標値(H28) 

      ２８,９７２ ３２,０００ 

      
道の駅の整備数（箇所）       

       現況値(H23) 目標値(H28) 

   ④多様な観光プログラムの開発と提供 
従来からある観光資源の機能を連

携活用するようなメニューの整備に

努めるとともに、町独自の特色ある取

り組みについて誘客企画を推進し、観

光交流の振興により地域経済効果を

生む仕組みづくりを強化します。 

   ０ １ 

      
ツアーガイド登録者数（人）       

      現況値(H23) 目標値(H28) 

      ０ １０ 

        

       

        

 
 
  

 

２ 地域資源を活かした観光交流を進める 

交流を力にするまちづくりを基本に、自然や温泉、歴史、文化遺産などの多様な観光資源と、和

歌山市や京阪神に近接している立地を活かした観光交流の推進体制を強化します。また、農林水産

業や健康スポーツとの組み合わせなど観光資源相互のネットワーク化、高野山を含めた広域連携に

よる周遊商品の提供など誘客企画を推進し、観光交流の振興により地域経済効果を生む仕組みづく

りを一層強化します。 

第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 
第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 

第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 環境と共生し付加価値を生み出す農林業

を育てる 
第２節 雇用を高め、賑わいをもたらす商工業・観

光を振興する 
第３節 産業間の融合により、就労・雇用の場を創

り出す 
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施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

           
２)水産資源の活用   近年増加しているカワウ被害

については、駆除などを実施

しています。また、貴志川漁

業協同組合の経営や釣り客の

確保のため、冷水病に比較的

強い鮎の放流に努めました。 

 貴志川漁業協同組合の支援等
を行っていますが、釣り客の

減少に伴い経営に苦慮してい

ます。また、各種情報提供や

ＰＲ、イベント等を実施し釣

り客の誘致に努めています。 

  地域や各種団体と協力しなが
ら、観光交流と連携したイベン

トの開催など、釣り客の増加に

繋がる誘致活動を支援します。 

 ①遊漁の振興などの河川活用 
釣行者の減少、遊漁料金の減収、そ

れに伴う放流量の減少と悪循環であ

るため増益を図れるよう検討をしま

す。 

 住民の役割  河川を活用したイベント数 

（件）     イベントなどに積極的に

参画します。 
 

     現況値(H23) 目標値(H28) 

     １ ２ 

    事業者の役割  鑑札の販売枚数（枚） 

※アユ・アマゴ        担い手の育成に努めます。

また、まつりやイベント

の共催など観光振興に積

極的に参画します。 

 
      現況値(H23) 目標値(H28) 

      ４２８ ４７０ 

        

         

         

         

 
 

 
第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 
第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 

第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 環境と共生し付加価値を生み出す農林業

を育てる 
第２節 雇用を高め、賑わいをもたらす商工業・観

光を振興する 
第３節 産業間の融合により、就労・雇用の場を創

り出す 
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施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

            
１)地域資源活用型も

のづくりの展開 

  町の木である桜にちなんだ和
菓子の開発、地元農産物の山

椒を利用したお菓子の開発な

ど地域ブランドづくりに向け

ての支援を行っています。 

 平成２３年度からは、ながみ
ね農協の真国支所を地域のコ

ミュニティ拠点として活用し、

地元で採れた農産品を使って

の商品づくりも検討中です。 

 町の産品加工所で製造した製
品をＰＲし、大手スーパーな

ど新たな販売店の確保に繋げ

るとともに、町内の個人製造

者にも販路開拓に繋がる情報

提供を行っています。 

 間伐材を利用した燃料チップ
について情報収集を行いまし

たが、コストが課題となって

います。 

  ものづくり研究開発の支援に取
り組むとともに、町内の遊休施

設について農産物の生産・加工

施設などとして有効活用を検討

します。 

 販路拡大に向けて、商品のパン
フレット等媒体を作成するなど、

情報発信、ＰＲを積極的に推進

します。 

 専門的な技術者や関係機関等と
連携し、地域資源を利用した価

値ある商品の開発を続けます。 

 ①ものづくりの研究開発の支援 
地元農産物を利用した地域ブラン

ド商品づくりへの取り組みなどを支

援します。 

 住民の役割  きみのふるさと推奨品とし

て認定されている商品の数

（品） 

    商品の口コミの情報提供

を心がけます。 
 

     
     現況値(H23) 目標値(H28) 

     事業者の役割  ２４ ３５ 

   ②ものづくり生産体制の整備 
加工生産施設と事業組織の整備を

進め、生産体制を強化し、紀美野ブラ

ンド商品づくりを促進します。 

 研究開発、販路開拓など

経営の安定に努めます。 
 町内加工グループにおける

総販売額（千円）      
     実績値(H22) 目標値(H28) 

      ５,３００ １０,０００ 

         

   ③販売施設の連携と販売方法の工夫 

販売施設間の連携を進め、観光交流

と連携した情報発信・ＰＲ機能の充実

を図ります。 

     

        

        
        
         
        
        
        
        
        

 
 

          

２)コミュニティビジ

ネスの起業促進 

  新たな産業創出と育成、地域
内の就労・雇用に貢献するコ

ミュニティビジネスの起業を

促進するため、情報提供に努

めました。 
 事業組織の育成は、関係団体
への情報提供は行いましたが、

十分な成果は得られておらず、

効果的な支援について検討が

必要となっています。 

  コミュニティビジネスの起業を
促進するための情報提供に努め

るとともに、事業おこしの可能

性を研究する活動を支援します。 
 事業組織の育成に向けて関係団
体への情報提供に努めるととも

に、より効果的な支援方法につ

いても検討します。 

 ①コミュニティビジネスの研究・支援 
コミュニティビジネスの起業を促

進するための情報提供に努めるとと

もに、事業おこしの可能性を研究する

活動を支援します。 

 住民の役割  コミュニティビジネスの実

施団体数（件）     コミュニティビジネスに

対する理解を深め、起業

の可能性について検討し

ます。 

 
     現況値(H23) 目標値(H28) 

     １ ２ 

       

     事業者の役割    

     コミュニティビジネスに

対する理解を深め、起業

の可能性について検討し

ます。 

   

        

        
        

 
  

 

１ 新たな付加価値を生む事業をおこし推進する 

第３節 産業間の融合により、就労・雇用の場を創り出す 

既存産業の振興に加え、地域産業間の融合による新たな分野の事業おこしを促進し、地域資源活

用型のものづくり事業や地域を元気にするコミュニティビジネスの育成など、新たな就労・雇用機

会の創出に努めます。 

第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 
第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 

第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 環境と共生し付加価値を生み出す農林業

を育てる 
第２節 雇用を高め、賑わいをもたらす商工業・観

光を振興する 
第３節 産業間の融合により、就労・雇用の場を創

り出す 
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施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

            
１)雇用・就労の安定   商工会と連携し、健康診断の

実施、労務・福利厚生対策の

相談・指導・情報提供に努め

ました。また、雇用労働条件

の向上や安全な職場環境づく

りを促進するため、相談・指

導・情報提供を行いました。 
 海南公共職業安定所などの関
係機関と連携し、広域的な求

人・雇用情報の情報提供に努

めるとともに国の雇用対策事

業を積極的に活用し、地域の

失業者の雇用の場の創出に努

めました。 
 雇用環境の変化により、高齢
者労働力の積極的な活用や多

様な就労・雇用形態に対応し

た就労支援、後継者の育成な

どが求められています。 

  勤労者が健康で安心して就労で
きるような職場環境づくりを推

進します。また、労務・福利厚

生対策についての相談や指導、

情報提供を行い、勤労者の福祉

の充実に努めます。 
 雇用・就労情報の提供や技能習
得の促進のため、国、県等関係

機関から発信される情報を商工

会と連携し情報公開に努めま

す。また、高齢者の就業機会を

創出するシルバー人材センター

活動への支援を図ります。 

 ①雇用・就業促進の情報提供 
公共職業安定所などの関係機関と

連携し、広域的な求人・雇用情報の提

供に努めます。 

 住民の役割  町民アンケート調査より、

就労・雇用の場の拡大に「満

足」と回答した人の割合

（％） 

    健康に留意し、安全で快

適な職場環境の維持に努

めます。 

 
     
     
     事業者の役割  現況値(H23) 目標値(H28) 

   ②雇用・就労の場の充実 
地域産業の振興対策や企業の経営

安定支援、地域資源を活用した観光関

連事業やコミュニティビジネスを支

援し、雇用・就労の場の充実を図りま

す。 

 障害者や高齢者の雇用の

創出を図るとともに、安

定的な雇用機会の提供に

努めます。 

 ２.５ １０.０ 

     シルバー人材センター会員

数（人）      
     現況値(H23) 目標値(H28) 

      １４５ ３００ 

      
町内事業所の従業者数（人）        

       実績値(H21) 目標値(H28) 

       ３,３９０ ４,０００ 

        
        
        

 
 

 

２ 就労・雇用の場の拡大に努める 

関係機関と連携しながら、働きやすい職場づくり、就労・雇用機会の拡大など、定住促進と連携

する就労・雇用の場の充実に努めます。 

第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 
第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 

第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 環境と共生し付加価値を生み出す農林業

を育てる 
第２節 雇用を高め、賑わいをもたらす商工業・観

光を振興する 
第３節 産業間の融合により、就労・雇用の場を創

り出す 

124 125 


